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日 時 ：2026年3月13日（金）14:20-15:50(12:30-18:00)

場 所 ：明治大学中野キャンパス プレゼンスペース（6階）＆ズーム

主 催 ：明治大学山脇啓造研究室

           NPO法人国際活動市民中心（CINGA）

第２部

一元的相談窓口の成果と課題
   ～量から質へ～

総務省多文化共生プラン策定20周年記念セミナー 「プラン策定から20年－成果と課題」

矢野 花織
公益財団法人北九州国際交流協会多文化ソーシャルワーカー

北九州市多文化共生ワンストップインフォメーションセンター センター長



2１～４ 北九州市国際政策課提供データをもとに矢野作成

北九州市の状況
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主なできごと 外国人相談 日本語教育

平成１8（２００6)年3月 総務省 「地域における多文化共生推進プラン」策定

平成１９
（２００７)

「今後のあり方及び経営改革
の取り組み」の見直しプラン
策定

外国人相談窓口の設立準備
日本語教室および日本語学習に関する
ニーズ把握

平成20
（２００8)

「外国人相談窓口」開設
→外国語相談員配置

平成21
（２００9)

専門職による地域日本語教育事業開始
→日本語コーディネーター配置

平成24
（２０12)

「外国人相談窓口」を
「外国人インフォメーションセンター」に名称変更

平成25
（２０13)

CLAIR「多文化共生の
まちづくり促進事業」を活用

「日本語教室を核とした
共生の地域づくり検討事業」を実施

「北九州外国人支援関係機関連絡会議（外支連）」を開始

平成30
（２０18)

CLAIR「多文化共生の
まちづくり促進事業」を活用

「多文化ソーシャルワークの導入による多文化共
生の地域づくり推進システム検討事業」を実施

北九州における外国人相談と日本語教育 （平成のあゆみ）
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主なできごと 外国人相談 日本語教育

平成30（２０18)年10月～ 関係閣僚会議「外国人材の受入れ・共生のための総合的対応策」策定

平成31
令和元
（２０19)

出入国在留管理庁
「外国人受入環境整備交付金」
を活用
→現在に至る

「外国人インフォメーションセンター」
にかわる一元的相談窓口として
「多文化共生ワンストップインフォメーションセンター」
を開設

外国語相談員（ベトナム、中国、英語）に加えて
→多文化ソーシャルワーカー（社会福祉士）配置
→相談・通訳コーディネーター」配置
→遠隔通訳導入

文化庁（2023年度より文部科学省）

「地域日本語教育の総合的な
体制づくり推進事業」を活用

補助事業者として
実施計画を策定、申請、実施、報告
（５年計画 ２０１９～２０２３）

令和２（２０20)年9月 総務省 「地域における多文化共生推進プラン」改訂

令和6
（2024）

文部科学省
「地域日本語教育の総合的な
体制づくり推進事業」を活用
→現在に至る

補助事業者として
実施計画を策定、申請、実施、報告
（３年計画 ２０２３～２０２６）

令和7
（2025）

CLAIR
「多文化共生のまちづくり促進事業」
を活用

「地域共生社会を目指した多文化ソーシャルワーク推進事業」を実施

北九州における外国人相談と日本語教育 （令和のあゆみ）
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北九州市多文化共生ワンストップインフォメーションセンター
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外国人相談～できてきたこと・うまくいったこと
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外国人相談～できていないこと・難しいこと
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北九州でめざしている「たくさんの入口・たくさんの出口」
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（令和元年作成 ※ピンク部分はセミナー用に追記）

「ワンストップ」として機能するには、「入口」と「出口」がまだ十分にそろっていない
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外国人相談～共生社会の実現に向けて（自分への宿題）
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どうもありがとうございました

k.yano@kitaq - koryu.jp
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